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『SS21/SoilBase2008』を用いた地盤の液状化判定の入力データと結果 

【プログラム Ver1.04：「基礎構造設計指針」による方法】 

 

 

本資料は，『SS21/SoilBase2008』（以下，SoilBase2008 と記します）を用いて，基礎構造設計指針 1)（日本建

築学会編）の方法による地盤の液状化判定を行うための入力データとその結果を示すもので，プログラム導

入時でデータの作成方法を理解することやプログラムバージョンの違いによる結果確認などに利用できるよ

うに作成したものです。また，当該液状化判定法については関連資料として『液状化判定と SoilBase2008』

もウェブサイトに公開していますので合わせて確認ください。 

本資料に示した解析条件やデータ作成方針は，実務設計において無条件に適用できるものではありません。 

 

1. 地盤条件 

地盤条件は，文献 1)［計算例 1］に記載の地盤データとしました（次表）。詳細は当該文献を参照してくだ

さい。 

 

地盤条件 

深度 
(m) 

土質名 N 値 
土の湿潤 
単位体積 

重量(kN/m3)

土の有効 
単位体積 

重量(kN/m3) 

細粒分 
含有率 
Fc(%) 

      
  

シルト質細砂 
8 

17.6 17.6 
25 

  3 25 
  

細砂 

2 

18.6 8.8 

5 
  2 5 
  12 5 
  10 5 
  15 5 
  

細砂 

10 5 
  15 15 
  22 15 
  23 15 
  

粘土 

2 

14.7 4.9 

100 
  2 100 
  3 100 
  3 100 
  16 100 
  

礫 
混じり砂 

42 

18.6 8.8 

0 
  45 0 
  38 0 
  50 0 
  50 0 
  50 0 
  48 0 
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2. 液状化判定条件 

液状化判定条件は，文献 1)［計算例 1］に合わせて，地表面加速度 200cm/s2，地震マグニチュード M=7.5

とします。ただし，文献 1)では地下水位以深かつ細粒分含有率が 35%以下の土層を液状化判定の対象として

いますが，本計算例はすべての土層を液状化判定の対象とします（指定により液状化判定の対象条件を指定

可能）。 

 

3. 『SS21/SoilBase2008』への入力 

 

 

『SoilBase2008』入力メイン画面 
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液状化判定条件の指定 

 

4. 『SS21/SoilBase2008』による液状化判定結果とアウトプット 

文献 1)［計算例 1］に，本地盤モデルおよび前述の液状化判定条件による深度 4m および 9m での結果が示

されています。SoilBase2008 による結果と比較すると，いずれも有効桁数による極めて小さな差異であり，

SoilBase2008 の計算結果は信頼できるものと判断できます。 

 

液状化判定結果の比較 

深度 
d/z’ l/z’ Fl 

文献 1) SoilBase2008 文献 1) SoilBase2008 文献 1) SoilBase2008

4m 0.17 0.171 0.07 0.068 0.41 0.40 

9m 0.20 0.196 0.28 0.288 1.40 1.47 

 

また，文献 1)では液状化の可能性がある土層（Fl<1）での

繰返しせん断歪cyが文献 1)の図 4.5.7 より読み取った値とし

て示され，振動中の地表面における最大水平変位 Dcy=23cm

（=(hi･cyi)）と求まっています。一方，SoilBase2008 では同

じ 4.5.7 図をデジタル化したデータよりcyを求めており，地

表面変位は Dcy=22.87cm と，デジタル化の精度も十分である

と言えます。 

さらに SoilBase2008 では，Fl値が 1 以下の地層について，

地盤剛性低下率と水圧上昇比を求め，液状化判定結果ととも

に CSV ファイルに出力しています。 

 

  
 

補正 N値と繰返しせん断ひずみの関係 
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5. まとめ 

SoilBase2008 を用いて，基礎構造設計指針 1)（日本建築学会編）に記載の計算例による液状化判定を行い，

プログラムの計算結果は文献 1)に記載の値と十分に一致していることを示しました。また液状化の程度を表

す地表面最大変位の値も，SoilBase2008 では文献 1)に記載の図をデジタル化して計算していますが，その精

度も十分であることを確認しました。 

一方，地盤の液状化は杭の応力に大きく影響を及ぼします。SoilBase2008 では，液状化による杭の水平地

盤反力係数の低減係数も出力しており，それを用いた杭の応力計算結果については別資料の『液状化判定と

SoilBase2008』に記載していますのでご確認ください。 

 

参考文献：  1)日本建築学会：建築基礎構造設計指針，2002.4 
（2011/06/13） 


